
サステナビリティ宣言2030

各事業セグメントのありたき姿

2030年のありたき姿をめざしサステナビリティ宣言2030を掲げ、社会課題起点で価値を創出

私たち日立ハイテクグループは、多様な人財が活躍できる健全な経営基盤を
もとに、「見る・測る・分析する」技術を活用し、お客様・パートナーとともに成長
し続け、「持続可能な地球環境」「健康で安全、安心な暮らし」「科学と産業の持
続的発展」の実現に貢献します

サステナビリティ宣言2030と、事業ごとのありたき姿

2030年の
ありたき姿

中期経営
計画

バックキャストして
中期経営計画
を策定
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ヘルスケアソリューション
超高齢社会の到来に伴い、医療の質向上
と効率化の両立が求められる中、「がんを
恐れることのない社会」の実現に向けて、
診断×治療×デジタルでヘルスケアイノ
ベーションを創出する。医療関係者との
協創のもと、精密診断や低侵襲治療など
により医療課題解決に挑戦し、一人ひとり
に最適なヘルスケアの実現を通じて、
人々のQoL向上に貢献する。

ナノテクノロジーソリューション
今後あらゆる産業でデジタル化が進展し
半導体の利用がますます拡大する中、半
導体の高性能化・低消費電力化、さらに
は、製造時の消費電力など様々な環境負
荷低減が求められる。2030年に向けて、
半導体の製造向けソリューションを提供
するとともに、製造時の環境負荷を低減
することで、デジタル社会の進展と脱炭
素社会の実現に貢献する。

バリューチェーンソリューション
2030年に向けてサーキュラーエコノミー
(循環型バリューチェーン)構築が求められ
る中、様々な産業分野で「エンジニアリン
グチェーン」と「サプライチェーン」が抱え
る単独、単品では解決できない複雑な課
題に対して、グローバルフロント力と顧客
協創により、先駆的、多面的で最適な解決
策を提供するエコシステムを創生し、循環
型社会と脱炭素社会の実現に貢献する。

コアテクノロジーソリューション
あらゆる産業において微粒子管理の重要
性が増す中で、日立ハイテクが保有する
基盤技術・コア技術を強化し、顧客課題を
解決するための「計測・検査ソリューショ
ン」を創出し続けることにより、社会・環境
価値の提供に貢献する。
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